
















































































































































教育と学習のための学校図書館（The School library in 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　   はかる
・　新しい評価を示す
・　聴き手としてふさわしい




　   計画を評価する
・　自分の探究モデルを
　   見直し修正する
・　学んだことを学校内外の
　   新しい状況に適用
　   （転移）する
図3‒1　探究モデル（Inquiry Model）
Focus on Inquiry: a Teacher’s Guide to Implementing Inquiry-Based Learning. Alberta 























































































































































































































































館数　　　　　　年 1962 1970 1987 1990 1994 1996
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実科 ・ ・ 技術・家庭
英語 ・ ・
特別活動 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 3 3


























































































































































































































































































































































年に Chicago University Pressから出版されているが、そ
の後、改訂版が1915年に Chicago Universityと Cambridge 
Universityの出版会から出版されている。
２） たとえば、2011年のWorld Economic Forum報告をみ
ると、日本の女性の平等度格付けで日本は98位である。
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情報時代における日本と韓国の学校図書館
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４．韓国の教育改革と学校図書館（木幡洋子・金仙玉）
32） 「５・31教育改革方案」は、1994年に発足した教育改
革委員会により作成されている。同委員会は大統領の任
期期間中の就任とされ、25名の委員は、委員長이석희
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